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サンゴ礁と石灰

山

石(4)

大山桂(地質部)

8サンゴ礁周辺の生物源の底質の供給

サンゴ礁周辺の凄質の粗材底質の粗材は堆積盆

地の中およびその周辺から供給される物質から成ること

が多い.サンゴ礁の周辺では風雨が原因と狂って運

ばれてくる要素に比べてサンゴ礁の一帯に棲んでいた

生物の遺骸とその破片とが他の要素に比べて著しく多

いことが特徴である.この両方のタイプの底質の他

化学作用によって生ずる底質もあり石灰質の底質にも

海底で凝固した例が知られている.

初回(本誌276号)にも述べたように岩盤が露出して

いる海底とサンゴ礁が発達している海底とは物質循環

が旺盛で生れ育ち食われて遺骸に柱るサイクルが

遠いから生物による主として石灰質の底質の粗材の供

給が著しい量に及び一般の底質と違って風や海水の流

動により供給される生物源でない底質の量に比べて比較

にならぬほど莫大な量である.その結果サンゴ礁そ

のものでなくても石灰質の底質が堆積する状況から

いずれは石灰岩ができてくることが容易に予測される場

所炉幾つもあることからこれに話題の焦点を合せるこ

とになるがその前にどのような生物がどのように石

灰質あるいは他の物質から成る底質を供給しているか

ついて述べる.

サンゴ礁の周辺ではほとんどの生物に捕食者がある.

オニヒトデがサンゴ虫を食えば今まで生きていたサン

ゴ虫カミ遺骸となるだけで砂底の底質は少しも増加しな

いがイソギンチャクカミ小魚またはカニを捕食すれば

骨または甲殻と共に消化しなかった物質を吐き出すから

骨や甲殻は底質の一部となり他の消化しなかった物質

の大部分は海中に溶け込み一部の小片が一時的には底

質にはたっても波カミ立つと運び去られる.ヒトデが

貝を食えば肉を消化して殻を口から吐き出して底質の

粗材を供給し老廃物は肛門から出す.このような生

物と生物との関係は相互に複雑であり完全に調べられ

ているわけではないがサンゴ礁の周辺では底質の粗材

の供給の主体とたるので幾つかの例を示し食物連鎖

についても解説する.

捕食者と被捕食者と食物連鎖本邦近海に産するネ

コザメHθ柳0♂0η肋5プ砂0切6刎(DU皿曲皿)もイセエ

ビ肋舳伽ωプ砂｡〃6ω(SIEB0LD)もサザエT〃ろ｡

(肋棚〃3)60閉〃物3S0LAND醐三nLエ畑Tm0Tを食うと

きは口で殻を割って殻の破片を海底に散乱させる.

ネコザメもイセエビも本邦近海特産だカミどちらに

も南方産の近似種がある.ネコザメの近似種のシマネ

コザメH6姉030η肋5z伽α(GE･Y)は南日本から東南ア

ジアにかけて分布するカミサンゴ礁周辺で採れたことは

あまり聞かない.サンゴ礁の周辺には遠洋から回遊し

てくるサメを見かけることがあるが回涛をせずに狭い

範囲を生活圏とするサメも少なくない.

サンゴ礁周辺でのイセエビの近似種にはゴシキエビ

Pα舳伽伽ηθブ∫た｡Zα(LATBEILLE)ニシキェビPα舳伽〃∫

○閉α肋5(F畑RIcIUs)がありしかもイセエビよりも大

きくなる.そのためかどうかは解らぬがパラオの礁

湖の中のテ』ブノレサンゴの間の水深約3mの砂底に潜っ

て観察したときにはサザエ類どころか貝類はサザエの

鼓よりもはるかに堅牢柱オオサラサバティ乃6切3"0一

枚洲(LINN畑Us)ならば幾つもごろごろしていたが生

きた他の貝は全然見当らなかった.

ゴシキエビに限らず他のエビ類たとえばクルマエ

ビ類戸θ卯〃刎spp.もタコにとっては大の好物である

第36図オオサラサバティT36切5が1o此伽(LINNムEUs)�
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がタコはカニの類もアワビ類も二枚貝類も捕食し魚

も食う.ネズミ取り器のように入口の扉カ潤る新式タ

コツボの奥にはカニか二枚員をオトリにしている事実は

タコがカニや二枚貝を好むことを物語っている.

タコのように墨の煙幕を張って敵の眼をくらませた

り体の色を変えて保護色で身を守る海中の忍者にも

どうにも狂らない強敵がある.その強敵とはウナギや

アナゴにやや近いウツボの類③舳0肋0閉"【etα]で

海中で捕えたタコをぶら下げていればそのタコに向っ

てウツボカミ飛びかかってくるとまでいわれている.そ

のくらいタコはウツボ類の好物である.タコもウツ

ボも岩の陰の洞窟のようになった所に棲むからタコ

はうかつに洞窟状の所に入りこめないわけである.

恋おサンゴ礁の周辺にはすぱやく砂中に潜入する

タコカミいるといわれている.

以上のように主として海藻を餌にするサザエとこ

れを食うイセエビやネコザメあるいはエビとタコとウ

ツボのように食うものと食われるものとの関係が自然

のバランスを形成していてタコがふえればウツボも増

加するといわれている.石灰質の底質の粗材の提供の

本質は生物の食生活が中心になるので順を追って述べる

ことにする.

生物と生物との関係については生きている生物間の

問題だけではなく遺骸も排泄物も自然のバランスの一

斑を担っている.動物の排泄物はバクテリアなどの

下等生物カミ分解するか藻類によって摂取されることが

普通だカミ流れ去ることもある.死んだ動物の肉を食

べる動物もいるカミ遺骸カミ動物に食われずにバクテリア

の作用で分解して海中に溶け込むこともある.海中

に溶解した物質は遅かれ早かれ下等植物特に植物プ

ランクトンによって摂取される.構物プランクトンは

動物プランクトンに食われるかある種の底棲生物だ

とえば二枚貝の餌となりプランクトンの遺骸が海底に

落ちれば原生動物ナマコ類底棲のゴカイ類その

他有機物の分解したものを食う動物に食われる.

二枚員はタコ類にもタマガイ科(N･ti･id･･)など

の巻貝にもカニ類やヒトデ類にも捕食される.ナマ

コ類は他の嫌反動物と共にホラガイ類C肋"0肋sPP.

に食われる.ゴカイ類は釣の解として知られ魚にも食

われるがある種の巻貝や甲殻類の餌にも溶る.

以上のように海洋中のバクテリアあるいは植物プ

ランクトンから切ってこれを食う動物プランクトン

さらにそれを餌にする動物と捕食者と被捕食者との関

係は種々複雑である.このような餌と害敵との関係は

陸上といわず海中といわずまた両極地方と云わず

熱帯地方といわずどこにでもといえるくらいに見られ

るが比較的単純に近い大洋中の例を示す.

稚物プランクトンは栄養塩類を摂取して繁殖する.

高緯度(北極や南極に近い地方)で早春に流氷カミ溶ける地

方では海水でも摂氏4度の近くカミｰ番重いから対流

を生じて深層にある栄養塩類が浅層に上昇してくる.

海の表層で栄養塩類が豊富であることと太陽光による

酸素同化作用カミできることの両条件がそろえば植物

プランクトンは爆発的といえるほどの大量発生をする.

そこで植物プランクトンを餌にする動物プランクトンカミ

満腹してもまだ餌が余っていて栄養が過剰に狂って

繁殖に向けるエネルギｰの余裕カミできることに在る.

その結果植物プランクトンの大量発生より少L後れて

動物プランクトンの大量発生も見られる.プランクト

第37図タヨツポに入るタコ(江ノ島水族館にて)

第38図ウツボGツ物〃｡肋｡ブ伽肋肋尾｡(TE班MINCK

etSoHLEGEL)(江ノ島水族館にて)�



一38一

策39図

はえ縄遠洋

魚を捕るときは

図のようにし底

棲魚を捕るとき

は中間におもり

を付ける

ンを餌にイワシ科C1upeidaeあるいはアジ科Carangi-

daeの小さい種類のよう狂小魚が集る.幼魚や小魚を

求めてサバ類80㎝伽ブspp.ソウダガツオ類ル挑

spP･カツオK枕〃ωo舳"硲舳∫(L醐s0N)などが集っ

てくる｡小魚衣らぴにサバなどの若い魚を捕食しよ

うとマグロ類丁伽舳∫[etα]も集ってくる.何十人分

のさしみがとれそうな大きなマグロもサカマタ(シャチ)

0〃舳50伽(LmN蝸Us)には一呑みにされて僅に頭

を残すだけとなってしまう.サカマタははえ縄の針を

きらい大きなマグロの頭だけを残すといわれてはいる

が自然界では頭まで呑みこむ.サカマタは少なくと

もはえ縄に掛ったマグロに関する限り頭は食わず残し

はえ縄と平行して清いで他の魚を求めるというからは

え縄に掛ったマグロと自由に瀦いでいるマグロとを区別

していることは明らかである.

サカマタばかりで柾くサメの類にもマグロ液とを食

うものがあり兇暴で人を襲って食うといわれているホ

オジロザメC伽｡肋㈹6o〃6αη6加〃伽(LI㎜畑Us)(全長

9m)アオザメム鮒〃so〃ブ初6伽5(R蛆肥sQUE)(全

長7m)などは大型の魚も捕食する.この他イタチ

ザメGαZθ06θ〃｡伽η伽ε(L醐皿;UR)(全長8～9m)も

兇暴なサメとして知られポリネシア地方などで恐れら

れている.イタチザメという名を聞いてもたいしたサ

メのようにも思えない人カミ多かろうが英名のtiger

sharkの名は兇暴を連想するにたりる.ところがト

ラザメという和名をもつサメは小さい種類でイタチザ

メと違って温厚である.サメ類には種類が豊富で温

厚な種類も少なく桂いからホオジロザメァオザメ

イタチザメなどの兇暴なサメに対してここでは仮にフ

カと云って一般のサメと区別しておく.

サメの類で最大のサメは現在生存している種類に限

ればジンベイザメR伽伽｡6oη妙μω∫S皿I珊(全長20m)

で二番目に大きいウバザメC肋"伽5刎㏄伽〃5

(GUN㎜Rs)(全長15m)と共にクジラの次に大きい動物だ

がいずれもプランクトを常食にしている.化石には

ホオジロザメと同属のCα沌ん〃｡3oη刎賂〃Zo6o〃A眺ssIz

があり図示したものでも窟の長さが84mmにも達し

第40図

アオザメ1舳r刎0"〃加励刎

(RムFINEsQUE)

(岡中による)

第41図

ジンベイザメR伽舳ゐ0ゐ犯匁加C刎

SMITH(田中による)�
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口を開けば1平方を超え体長は優に30m以上に達する

だろうからウシやウマでも一呑みにできそうであった.

このフカが生きていれば被害続出であったろうが幸

にも第三紀に絶滅してしまった.

マグロよりは大きくフカほど大きくはなら恋い魚に

カジキの類がある.カジキ類にはカジキ科Istioph0吐

daeとメカジキ科Xiphiidaeの二科がありカジキ科

では腹鰭があるがメカジキ科ではこれを欠き背鰭の

形も相異する.カジキの類特にメカジキ刃肋{伽

9Z"{鮒LINN畑Usは兇暴で知られカツオなど捕食し

時にはクジラも襲いカジキの体の前端にある角のよう

な突起(吻)に刺されたカツオを漁夫が目撃したという話

を聞くことがある.カジキはフカの敵ではないよう

でプランクトンしか食べないジンベイザメでもフカと

思って近づかないからあっものに懲りてなますを吹く

たとえがぴったり当てはまる.このようなわけでカツ

オはジンベイザメを守護神と心得てその周囲を離れよ

うとしないことも少なくない.このようにカジキ類

はカツオの害敵でありフカには食われるようだから

マグロと共に大形の魚の仲間入りさせておく.

また海のギャングのサカマタでもフカの類に限ら

ずカジキの類も敬遠する.サカマタの皮膚はそれほ

ど堅いわけでは狂いからカジキに刺されれぱふき出

た血の臭いに向ってフカカミ猪突猛進してきて血の出

た周囲をかぢりさらに出血すればもっと多くのフカ

が集ってくることに在り生命の維持がむつかしくなる.

以上述べてきた植物プランクトンからサカマタまた

はフカに至る一連の餌と害敵との系列を食物連鎖

というカミいわば模型で示したようなもので例外もあ

れば異常とまで云える胃の内容物も知られている.

実際にはここで示したほど簡単ではたいが第1表に示

した関係が基本的な形といえる.この表には大洋中の

最重要グルｰプ牽選んだため結果的には例外がでてく

第42図C"肋〃｡ゐ〃刎昭α1oゐ刎A眺富sI囲

韓国の中新統から出たサメの歯84x65.6mm

(地質調査所標本館所蔵)

るカミ後で述べる食物連鎖のピラミッドとその例外がど

うなっているかを検討すれば概念的に誤りとはいえな

いことカミ理解される､

例外を述べるならぱマグロでも稚魚や幼魚の時代に

はサバ類やソウダガツオ類の成魚に食われることもあ

ろう.サバ類もソウダガツオ類も近海に来た時雲が

多い目に海底に潜伏していた小形の甲殻類が浮き上って

くるので魚よりもそのほうを好んでいる.その結果

表で示した小形の魚のコラムより一つ前に当る動物プ

ンラタトンと同列になる底棲小形甲殻類を捕食してコラ

ムを一つとぱしてその前のコラムに相当するものを食う

ことになるようである(この小形甲殻類が植物プランクトン

を食うか植物プランクトンを食う甲殻類(構脚類)を捕食す

る甲殻類(端脚類)であるか明らかにできなかった).

これに似た例は歯鯨類にも見られる.鯨類(鯨目)

第43図

メカジキxψ〃ω

g1ω∂伽5LINNムEUs

(田中による)�
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策1表大洋中の食物連鎖

霧一撃一蝉一一手表

ラｰクラン魚

ン幼

ク魚

トな

ンンンレ“

杉)

寒

つ

底

1歩

≡iI

殻

手一1j㌶≡フ

パ雲グぎ1←一カ

ζ魚

多幸

ツ

オ

な

ど

イサ

｡=レ←九

カマ

タ

は髪鯨亜目と歯鯨亜目とに分れる.前者は普通のクジ

ラで動物プランクトンのオキアミ五ψん伽曲圧etα]とい

う小形甲殻類を常食としている.窟鯨亜目はクジラよ

り小さいイルカの類カミ主体でマッコウクジラP砂3θ妙

伽6ro妙んαZ伽(LINN畑Us)のようなイルカの類と

いうよりはむしろクジラと思われやすい大きい種類もあ

るカミマッコウクジラやサカマタのように巨大な種類は

むしろ例外的存在である｡窟鯨類はサカマタと淡水

産の種類を除き特別にイカ類を好む.マッコウクジ

'ラも例外でなく巨大た種類で知られるダイオウイカ類

Aγc脇伽〃∫spp･を捕食するというが邦産のダイオ

ウイカは胴の長さカミ1.5m全長つまり足の先から胴の

端までを計ると6mを超える大きいイカで食われる時

にもカミいてマッコウクジラの顔に吸盤にある爪をたてて

抵抗するからよくみるとマッコウクジラの頭部はしば

しば傷だらけになっている.イルカの類カミイカ類を好

むとは云え魚類も好み小形の魚に属するイワシニシ

ン中形の魚に属するサバンウダカツオさらに時に

は底棲動物まで食う.そうなれば小形中形の両方

を食うことになるから中形の魚のコラムを兼ねること

になる.サカマタはもっと範囲が広く小形の魚のイ

ワシ中形の魚のタラ類やマス類を大形の魚のマグロ

類の他にも捕食するに止らずイルカ類やクジラ類も

またオットセイアザラシに至るものまで食うことカミあ

るので文字どおりの海中の暴君で中形と大形の魚の

秦

洋

⊥

外

洋

水

の

申

沿

岸

水

に

逃

人

し

た

と

き

コラムも兼ねることになる.

なおイルカガミサメを食うからイルカカミ群を作る所

にサメはい校いといういい伝えカミあるそうだカミフカの

胃の中にイルカが発見されることカミあるのでこのいい

伝えは誤りでイルカがフカを逃げて廻っているから

イルカの居る所にサメカミ居ないのであろうと考えたほう

がよさそうである.

このように食物連鎖の例外は数えきれないが巨視

的に見て個体数カミどう恋っているかという点から第1

表を見てみれば桁違いに植物プランクトンの数が多く

これほど多くはないピしてもおびただしい数に昇る動物

プランクトンこれと段違いに少ない小魚さらに少な

い中形の点もっとずっと少ない大形の魚最後に以上

の諸生物と比べたら少数とまでいえそうなフカサカマ

タと数を概算し比較してみれば餌と捕食者との関係

は等比係数的に減少する関係カミ者えられる.もしも餌

が無くなり捕食者が餌を変えることカミてきたい限り

滅亡することになるから数の相異カ油然のバランスを

保ちに役立っている.そこで韓と捕食者との関係は

食物連鎖のピラミッドで示されることになる(第43図).

このピラミッドにイワシイルカサカマタまた

はイワシサカマタの関係を挿入するとすればむし

ろ例外的な関係であるだけに食物連鎖のピラミッドに

コブができたような関係るなりあまり有意義とは思わ

れない(第44図).プランクトンを食うジンベイザメ

あるいはクジラとサカマタとの関係も似たよう粧関

係にあるようである.

以上のように食物連鎖のピラミッドを考えるとき

一段上が小さい･一段上は生涯一段下を何十何百

蒔には何千と食うことになるからこの相異は当然であ

るがそれでもはみ出した部分ができる.植物プラ

ンクでンカミ動物プランクトンに食われずに天寿を全うす

れば海中でバクテリアに分解されるかあるいは海底に

落ち海底でコロイド状の底質の一部となり海底のコ

ロイド状堆積物を呑みこんでその中の有機物を餌にして

いるシラトリガイ類M伽0刎αブンブクチャガマという

歪形ウニ類ナマコ類などに食われることになる.

動物プランクトンのはみ出した部分は動物プランク

トンを餌にする動物プランクトンもありたとえぱクラ

ゲというキングサイズのプランクトンは幼魚や小さい甲

殻類などを食うがクラゲの糸状に垂れた触手はハナビ

ラウオRθ〃5μ〃伽肋5(L首下肥N)に食われ他にも

クラゲを食う魚カミいる.･この系列は植物プランクト

ンからフカとサカマタに至る系列に比べればあまり重�



口41一

����

����

����

�㌉��

����

����

�

米り

㌧

2匁㍗

箏戯

3章5

�

�

今

も戸㌃㌔

第44図

食物連鎖のヒ㌻ミッド

1.種々の植物

プランクトン

2､動物プランクトン

3.イワシ

4.サバ

5.マグ1コ

(第43図のマカジキ)

6.(第40図のアオ

ザメ恋どのフカ類)

7.サカマタ

要とは思われ柾かったから食物連鎖のピラミッドカミ必

要以上に複雑になるだけであるので第42図には入れな

かった.

遠洋魚には卵からかえった哺乳類の胎児に相当する時

代には浮涛生活をおくり成長と共にプランクトンの生

活から潜行性に変るものが少なくない.遠洋魚カミ卵か

らかえって親になるまでの時期の中で特に初期には海

流にのって餌を求めることが少狂くないが卵黄のある

ごく若い時代(幼生)には卵黄から栄養を補給してい

るが卵黄を栄養に使いつくした稚魚は微小生物を捕

食しなけれぱならなくたる.遠洋魚でもサメの類には

卵を産まずに腹の中で卵から稚魚に怒るまでを過すも

のが知られている.ある種のサメのように卵を産ま

ず卵からある程度育ってから産む例は哺乳類では普

通だがマムシタニシその他の動物にも見られる.

哺乳類では胎盤があるから胎生というか哺乳類を除い

た動物そば胎盤がないから胎生とはいわずに卵胎生と

いう.つまりサメの類には卵胎生をする種類がある

というわけである.

海流にのって幼時を過す動物には食うものも食わ

れるものも平行して成長しているように思われること

がある.熱帯地方で今日は東明目は酉と餌を求め

る遠洋魚もあるカミ黒潮にのって本邦近海に出現するも

のもある.ソウダガツオが灘を作ってイワシの群を追

いイルカが群を作ってソウダガツオを追いあるいは

アオザメの灘がサバの群に迫る柾どは南回本でよく聞

くことである.黒潮に限らず富士火山脈の通る海底の

隆起に次々とたちよってくる型もある.このタイプは

マリアナ諸島の沖から小笠原諸島の沖を経て伊豆諸

島の沖に達し本邦の沿岸に現われることになる.い

ずれにせよ海底にある岩盤(礁)または隆起してい

る砂底(堆)のような所では餌が多い場所であるから

遠洋魚は礁または堆から次の礁または椎と次々に移

動して終には本邦にも来ることになる.

黒潮に乗って北上した小形ないし大形の遠洋魚類は

黒潮と親潮カミ相接する所で黒潮が強いときには親潮水

系の中に黒潮の枝カミち切れて暖水塊を形成することがあ

り結果的にはその暖水塊に取り残されて黒潮に戻れ在

くなった魚をみかけることがある.暖水塊はいずれは

分解して親潮に吸収されるから迷い込んだ魚は寒さ

第45図

食物連鎖の例外

1.小形の魚

2｡中形の魚

3.イルカ

4.サカマタ�
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に参ることが少在くない.そこで動作が緩慢に荏れば

食物連鎖のピラミッドで上の段にくる負あるいはイノレ

カやサカマタに食われやすくなり捕食者に見つから狂

げれば半死半生の状態で海底に落ちてゆくこともある.

海底にはエゾボラ類畑肋刎α[etC.]などの巻貝や甲

殻類ある種の底棲魚類などカミ時ならぬボｰナスにあ

りつくことになる･このようにして小形ないし大形

の魚類のはみ出した部分が充められる.フカもサカマ

タも死ねば一時的には腐って海表近くを漂流することも

あるがいずれはバラバラに狂って海底に沈み小動物

やバクテリアの餌になって海の王者の貫録もだいなし

になる.

上には述べなかったが植物プランクトンからフカや

サカマタに至る系列ではピラミッドの上のほうほど等

比級数的に体が大きくなっていることも指摘される.

たとえば植物プランクトンも動物プランクトンも

第44図では何倍かに拡大して画いた添小魚から上では

サイズを縮少したことでも理解されよう.これにはサ

カマタやメカジキが自分よりはるかに大きいクジラを襲

うなどの例外があるカミサンゴ礁周辺の生態を検討する

に当りあまり重要とは思われないから詳しくは述べず

におく竜

サンゴ礁周辺の食物連鎖サンゴ礁の周辺では第1

表に示したような一列に近い関係が主体ではなくイワ

シが中形ないし大形の魚類やサカマタに食われたりま

たサカマタカミ小魚から大魚までを食いクジラを襲う荏

どのように大洋中での食物連鎖の例外とでもいえる関

係カミここでは普遍的にみられる点で相異する.

また大洋中でサカマタがはえ縄つ掛ったマグロの頭

を残して胸から尾までを呑みこむことは上に述べたが

海底に落した頭部の残肉は底棲動物がよってたかって平

げてしまい骨だけカミ底質中に散乱することになる.

サンゴ礁の周辺にはオニヒトデが生きているサンゴ虫

を食うような生命あるものカミ生命あるものを捕食する

ばかりで衣く死んだ動物の肉も食われるなりバクテ

リアが分解するなり生物相互の関係が複雑多岐にわた

る.つまりサカマタカミマグロの頭を残して食ったよ

うな状態だけではすまされずマグロの頭が分解して分

散するまでに相当する過程までがここではみられること

になる.

たとえばカニが二枚貝を食べているときにタコに襲

われそのダニ!がカニを食い終らぬうちにウツボに襲わ

れれば二枚貝の肉もカニの肉も残りそうではある

カミ値の動物が来て健の間に両方とも肉が無くなってし

まう.二枚貝が殻を開いた状態で肉を残していれぱぺ

ラ科Labr三daeチョウチョウウオ科Chaetodontidae

スズメダイ科pomacentridaeカワハギ科Monacanthi-

daeモンガラカワハギ科Ba1istidaeなどの磯魚カミ来て

殻だけにしてしまうかあるいは甲殻類に食われるか

いずれにせよバクチリアカミ分解してしまうよりもはる

か早く肉が無く在ってしまうことカミ少荏くない.タコ

カミ食べそこねたカニのほうも殻がよほど堅固恋種類で

放ければ上に述べた負あるいは大形のエビなどに肉を

食われそうである.

先回(第294号)にも述べたカミサンゴ虫を食うオニヒ

トデん伽肋ω柳μ伽κ(LINN畑Us)はトウカムリ

Cα∫曲ω閉〃肋(LINN畑Us)やホラガイCゐ"0"α炉伽"∫

(LINN畑Us)に食われるカミトウカムリもホラガイも

アクアラングカミ普及した今目観私用に濫獲して自然の

バランスが崩れたらしくその結果オニヒトデカミ大量発

生したと考えられている.ホラガイに近いボウシユウ

ボラα〃0加伽α泌〃(RE肝週)YaLの消化管の中には

ヒトデの破片やナマコの骨片が散乱していたことカミ報告

された･ボウシュウボラはイワシのすりみ(すり鉢で

すって肉と骨と内臓を混合したもの)の臭いに透い出される

からもしもイワシを得る機会があれば好んで食べるこ

とは容易に考えられる.

サンゴの周辺の食物連鎖があまり複雑であるからサ

ンゴ虫の天敵のオニヒトデに関係ある食物連鎖に限定し

てみればオニヒトデを食うトウカムリやホラガイは

少なくとも若い時には大形のヤドカリ大形のカニタ

コなどに食われヤドカリもカニもタコに食われタコ

はウツボ類にと一見したところ一列に近い関係もある

がこれだけでは済まされない.

たとえば上にも述べたようにトウカムリもホラガ

イもヒトデに限らずナマコも死んだ魚も食べるだろ

うしヤドカリもエビもカニも他の貝も死んだ魚も

食うだろう.タコは甲殻類に限らず二枚貝も小魚

も食うだろう･以上の事実からサンゴ虫オニヒト

デホラガイおよびトウカムリ甲殻類タコウツボ

類の系列には複雑に枝が出ることに狂る(第45図).

サンゴ虫に直接関係狂い列をあげれば二枚貝のほと

んどが植物プランクトンを摂取するカミ二枚貝ではあま

り漠然としているのでリュウキュウザルカイλ伽03姥.

確伽(地go棚閉)伽η舳(LINN畑Us)(第48図)に限定す

る･この貝はヒトデ類にも巻貝類にもヤドカリ類

およびカ主類ビもタコ類にも食われるので第47図の

サンゴ虫とウツボ類との中間にある動物の餌に在ること

年なり第1表のイワシなどの小形の魚類に似た関係に�
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策46図オニヒん㈱〃側脈

ク1α閉♂(LINNAEUS)

第47図

サンゴ礁周辺での食物連鎖の一部

たる.リュウキユザノレガイは礁原の浅い砂底に多産し

魚市場でよく見かける種類である.

この貝と同じ科に属するヨｰロッパザノレガイC㈹腕一

庇閉〃ゐZθ(LINN畑Us)(第49図)についてはトルソ

ンα丁亘0Rs0Nが海産生物の生態を纏めた著作にト

リとカニとに食害されることを述べている.本邦にも

産し在原業平の歌でも有名祖ミヤコドリH〃刎励ψ〃5

0嚇必g刎(LINN畑Us)はヨｰロッパにも産し英国で

冬期ヨｰロッパザルカイを捕食するが食われたヨｰロ

ッバザルカイの量は莫大なものといわれている.しか

もヨｰロッパザルカイがあまり繁殖しなかった年には

餓死するミヤコドリが出るとまでいわれている.そこ

でフィリピンのセブ島周辺の礁原でどんな鳥カミ束るか

気をつけてみたがリュウキュウザルカイを食害しそう

荏鳥は8月にも12月にもみかけなかった.なお本邦

産のミヤコドリは二枚貝を食わずにゴカイを食うといわ

れている.

ヨｰ1コヅバザルカイはカニにも食われる.カニでも

大食で知られているC伽伽洲伽θ伽5(LINN犯Us)は1

目に大きなヨｰロッバザルカイを6ヶも平げたという.

このカニは生きたハゼを捕食し他の二枚員も巻貝も食

うからヨｰロッパザルカイばかり食べているミャコド

リとは違う･このカニは食用になるのでカナダに移入

したらセイコウオオノガイルりα(五r吻0刎ツα)α焔伽ガα

LINN畑Usを食害して水産業に害を与える結果になった.

フィリピンのセブ州のマクタン島M1actanI.はマゼ

ランF･Mlag訓anが殺された島として知られるがこ

第48図リュウキュウザルカイλκo腕rな伽"(地go湖閉)第49図

ノ妨η〃刎(LINNAEUs)

ヨｰ四ヅパザルカイC〃伽¢06〃閉ω33〃召

(LINNムEUs)�
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の島の礁原には数種のカニカミ棲む.その中で貝を食う

カニはソデカラッパC勿Z助ωん砂〃ω(LINN巫Us)で

干潮時砂の中に潜入している.誰でもカニならば横に

匂うと思っているだろうカミンデカラッパが砂中に潜入

するときは横に進まずバックして徐々に砂をかぶっ

て砂中に埋もれてゆく.ソデカラッパに限らずカラ

ッパの類は一方のハサミで貝をつかみ他方のハサミを

動か昔鍵詰を鍍切りで切るように巻貝なら殻底を切る

カミ(池田,講演から)二枚貝ならば両殻の間にハサミ

を入れてこぢ開けると思われる(第50図).カニは笠形

の貝でも岩からはがして食う.夏の暑い時節にカニが

笠形の貝を襲った所を観察した人がいて貝は岩にしカミ

みつくがつかれて少し開けるとカニがまたはがそうと

する.又しがみつくカミ又つかれて少し開いてカニが

はがそうとする.これを何回かくり返してゆくうちに

貝のほうがくたくたになりカニにはがされ食べられ

てしまう.ソデカラッパに限らずオウギガニの類も

海岸で貝を捕食する.リュウキュウザルカイは鳥に食

われるかどうかは解らなかったがカニにもタコにも

ヒトデにも貝を食う巻貝にも食われるだろうがこの

貝の最大の敵カミどれであるかは明らかで狂い.いずれ

にせよこの貝は毎年莫大な量を産出していると同時に

多くの貝が毎日食われている現状である.

サンゴ礁周辺に現れる外洋性生物サンゴ礁カミ主と

して外洋性の海岸の近くに発達することは何度も述べた

が外洋に面した側では外洋水の霧響があることは説明

の必要はなかろう.し永し短かいながらも川を通っ

て海と通ずる汽水湖たと完ば福井県の同同湖でさ完も

ブリ8θ〃｡Zαq〃物〃〃〃肋TE皿皿INcK&Sc肌醐ELが進

入してくることが知られあるいは沿岸水カミか衣りよく

発達する鹿児島港でも三重県の鳥羽港の近くでもマア

ジTブ㏄肋閉∫プψo〃6勿3(丁週皿皿INcK&Sc亘蝸鯛L)カミ岸

壁で釣れたりする.魚類ばかりでたくアシカの類で

も河川に進入することがある.このようなわけで汽

水湖よりはるかに海洋の特徴を具克た礁湖ならば遠洋

魚類カミ進入することが当然でたとえばモルヂブ諸島の

マレ礁湖の中で水面に顔を出したフカを見たことがある.

外洋の生物カミ進入するといってもただやたらに進入

するわけではない.遠浅にたっている裾礁には潮が

引くときに沿岸水の一部カ鞘に向って流れ去り潮が満ち

てゆくにつれ陸地の周辺に残った沿岸水に外洋水カミ進

入し徐々ではあるが残った沿岸水に混合してゆくこと

になる.この外洋水が進入してくるとき外洋の生物

が外洋水と共に進入するカミ清澄な外洋水にのって沿岸

水に進入した生物でも栄養塩類が多いからプランクト

ンカミ豊當校沿岸水よりは酸素が豊當な外洋のほうを好

む動物は沖に逃げてゆくことになり逃げられ柱いプ

ランクトンはそのまま居座って沿岸水のプランクトン

と共に諸種の動物の餌になる.

ハワイのホノルル市のワイキキの浜では海表を沖か

ら岸に向う流れがあり波乗りの名所になるカミその流

れが沖に向って去るときには海底を飼うようにして流

れ去る｡またホノルルがあるオアフ島OahuI.の

海岸には'あちらこちらに涛泳禁止の立礼が立っている.

沖に向って去る流れは海底を飼うものもあれば海表

を沖に向って流れることもあるカミこの流れにのると

みるみるうちに沖に連れ去られることがあり樺に平行

に清いでうまく岸に向う流にのれぱ岸に戻れるけれど

もっと強い流れにのれぱ岸から遠くなるばかりで危険

である･しかもハワイ諸島の沖にはフカの群カミ屯して

いる所があるそうだから危険この上もないわけである.

このように岸に向って沖に去るタイプの流れは岸

に平行して流れるどこにでも見られる流れと違って沿

岸水が発達せずホノルル市の辺で沿岸水の発達カ河能

な場所は真珠湾の中とホノルル港の港内ぐらいである.

外洋から樟に向って流れる流れに乗ったプランクトン

は立つだ波が崩れるときに海岸に打ち上げられ日射

が著しい時狂らば戦いてしまう曲しかし遠洋魚はワイ

キキの浜のように多くの水泳客がレジャｰを楽しんでバ

､灘チャバチャしている所にはあま1よ1つかないだろうが

嚢義灘南アフリカから来た人から聞いた請だがひざより少し

駿携い/らいの所で月に何人かのフカによる被害が出る

第50図ムラサキイガイ(基本型)〃〃伽∫3あ脆

Limaeusを襲うC〃6加伽刎伽舳∫(LINNAEUs)�
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カミ引く時に沖に向って去ることカミ少淀く荏い.したカミ

ってフカが出没するサンゴ礁の周辺では潮が引いて

いる時のほうが満ちている時より少しは安全だという

点に心掛けておくとよい.

余談にはなるが晴れた目液らば砂浜で潮が引いて

ゆくか満ちているかはすぐ解るので上にも述べた陸に

向かう流れがあるノ･ワイのワイキキの浜のよう恋条件で

はフカの襲来が干満の流れと無関係ではあるが満潮

にのってフカが来る所ではフカが来る満ち潮かフカ

が沖に去る引き湖かを区別しやすいので少しふれてお

く.満ちている時には崩れた波がやっと及ぶ線(汀

線)から少し陸側の砂は乾いていて時には10c㎜以上

掘ってもまだ乾いている.これと反対に潮が引いてい

る時には汀線の少し陸側まで濡れていて汀線から

1mも2mも離れている所でも表面から2cmか3cm

掘ったぐらいでは砂が湿った状態である.したカミって

汀線近くの砂カミ深くまで乾いているか濡れているかで

潮が満ちているか引いているかが解るわけである.曇

天でも小雨の降りはじめくらいでもこの方法で解るが

引き終ってこれから満ちる時と満ち終ってこれから引

く時とはそれぞれ引いているか満ちているかの範囲に

含まれることになってしまう.湾の奥で狂い限り少

し前の汀線にゴミなどが並んでいるカミこの汀線の跡が

何列も何列も並んでいればもうそろそろ引き終り汀線

の跡がほとんど恋ければ満ち終りが近いわけだがこれ

は引いているか満ちているかを知る方法に比べれぱあま

り明快荏見かたでは狂い.しかしこれらの方法は雨天

の目には満干を知るには役立た扱いが雨の目に海に行

くことはあまりなかろうから雨の日に解る必要がない

ことが多い.

岩礁ではこんな簡単には解ら狂いが引き終って満ち

はじめる頃になると引いた時に岩の上で死んで乾いた

微生物の遺骸などで岩の近くの海表が汚染したような

感じ一になる.これは経験がないと解らないカミこの汚

染で満ちはじめが解りフカがそろそろ現れる危険信号

とたる場所もあるわけである.岩礁の生物は潮がどの

程度の水準かを知るめやすになるがこれは後の章で述

べる.

フカの話から脱線してしまったが話題をふたたび外

洋水の生物に戻す.サバやアジなどは灘を作って餌

のある所から餌のある所に移動することはすでに述べた

とおりである.海底にある岩礁は俗に板とよばれ

先回(第294号)に述べた流線が収鰍して発散する場所

で溶存酸素の供給が多く生物が豊富であることが多

い.宝石になるサンゴ(タマサンゴ)は深い所で淀い

と棲まないが岩礁に生え樹状のサンゴあるいは石灰

質でない樹状のサンゴのなかま(ヤギ)が千潮線より

下に生え岩礁にイソギンチャク類フジツボ類カキ

類ヘビガイ類などカミ着生する.種皮の巻貝ナマコ

類ゴカイ類カニ類カ淘ったりハナダイ類イサキ

類カサゴ類泳とのいわゆる根負カ凋囲を涛ぎ廻って

いる.堆のほうも同様でジャガイモ程度の大きさの

石があればイソギンチャク類カキ類などが着き砂

中に根をおろすヤギの類もある.巻貝類やカニ類には

昼間は砂中に潜入し夜間出没する種類が少なくないか

ら夜間に操業する手繰網(夜手繰)てたいと採れ荷い

種類も知られている.

このよう在わけで礁(根)にも堆(瀬)にも多くの

動物が定住するがその多くは幼時プランクトンの時代

を経過する.そのプランクトンはその周辺の動物の

輯にも租るカミ外来の動物に捕食されることも少なくな

レ､.

アジサバその他が礁や椎を点々と移動し次の礁

や堆の周辺に来ては餌を求めまた次の礁や権に向って

去る原因は礁や椎に餌が多いからである程度餌カ砂

なくなると次の礁や堆のよう淀餌の多い所に向って去る

わけである.アジサバ荏とが集るからマグロフ

カあるいはイルカなども来ることがある･礁や椎に

棲みついた魚はフガイルカなどが来れば岩陰あ

るいはヤギとヤギの間などに身を隠して害敵が去る

のを待つからサンゴ礁にフカなどが侵入してきた場合

と変らない.しかしイワシ小アジなどは集合して

一塊となるが鮮からはぐれれぱ害敵から食われやすく

怒る.カツオの群がイワシを追うときでもイワシの

群の周囲を丸く廻ることがあるからイワシが体と体と

をすり合せるくらいに接することになり海繭でパチャ

バチャするときはアジサシカモメなどの海鳥が急降

下してきて捕えることにたるから灘のまん中に居ても

安全とはいえ苓い.

魚と魚とがほとんど接するくらいにかたまるときは

一呑みというわけにはゆかない.構にはぐれた小魚は

中形以上の魚の好餌になってしまうがもしも運よく自

分の群に戻るかあるいは他の群の一員と溶ることがで

きればまた一魏となることカミできる.ソウダガツオに

はマルソウダλ刎"ゐ¢砂θ加050刎αBL朋K囲とヒラ

ソゥダル泌肋倣伽4(Lム｡虹適DE)とがあり沼津では稀

にマルソウダの灘の申にヒラソウダを見かけるがヒラ

ソウダはヒラソウダだけで群を作ると云われているから

沼津で見かけた例は緯からはぐれたヒラソウダがマルソ�
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ウダの緯にまぎれこんだもののようである.沼津では

マルソウダの鮮にヒラソウダばかりでなくマルソウ

ダ程度の大きさまたは少し小さいくらいのサバ(たし

かマサバ(ホンサバ)860仰ろぴ力φo〃ω5HoUTTUエNだった

ように配慮している)が同じ二!マセで釣れたカミこの場合

ソウダガツオの群に混っていたか小さいながらも別の

緯を作っていたかは明らかでたい.

サンゴ礁の周辺では何度も述べたように外洋水が

影響するから外洋の生物が岸近くに寄せてくる機会が

多い.カモメの類のアジサシの類のような海鳥も遠

洋性の小魚のほうカミサンゴ礁周辺の磯魚よりも捕えや

すいのだろうか遠くまで飛んで行って巣に持ち帰りヒ

ナに与える.サンゴ礁周辺にも魚はたくさんいるのに

遠くまで行くが釣り掘の魚のようなにがい経験カミある

魚は捕えにくいためだろうか.いずれにせよサンゴ

礁の周辺で遠洋の生物が岸近くに来ることも生態を考

えるに見逃せない点である.

生物の周期活動と定盤生態学目周期活動の好例は植

物で朝目が昇れば植物が太陽光のもとで酸素同化作用

を行い目が暮れる頃に休止する.動物でも目通期活

動を行う.ベラ科Labridaeの魚類は上にも述べた

ように昼間活動し暗くたると砂の中にもぐり込む種

類が多い.逆に昼は砂の中に隠れ夜になると海底を

匂い廻る巻貝も少なく狂い.波カミ静な朝旬った跡が

残っていて砂中に潜入した所で跡が消える.岩の上

の転石や砂上の石の下も夜行性生物の隠れ場になってい

る.岩礁やサンゴ礁の遺骸の狭いすきまも夜行性の

動物の棲みかでタコガミタコ壷を家にしたつもりで漁夫

にしてやられたりウツボが水族館で土管や短かく切っ

た水道管から首だけ出していたりすることを見かけるカミ

水族館の中では岩の割れめがないからそのようなものを

利用することになる.

サンゴ礁周辺には小形の魚も大形の魯も棲み種々の

カニも多くの貝類もウニやナマコなども棲むが次

の章で述べる.サンゴ礁周辺の砂中に潜入する動物も

貝類がありある種のタコがありカニがあるなど種々

雑多ではあるカミ特別うまそう注臭いたとえぱイワシ

のすり身から流れ出した魚などにとっての芳香がただ

よえば磯魚は集ってくるしウツボ類やホラガイも安

穏としているほどのんきでは注く急ぎかけつける｡

砂中で夜を待つウッラガイ類肋舳αものこのこ出てき

て仲間入りをする.

ウズラガイ類に限らず干潮時砂を掘るところがり出

るものにタマガイ科Naticidaeタケノコガニモリ属

R腕06Zωゐタケノコガイ科Terebridaeなどカミあり

昼間は砂中に隠れ宵闇がサンゴ礁を包んだ後おもむ

ろに倒い出してきて餌を求め鶏鳴カミ暁を告げる頃にな

るとふたたび砂の中に姿を消す.ヤドカリ類も心得

たもので夜間旬い出してきた巻貝を襲って肉を食い

殻が気に入れば今まで使用してきた殻と交換する.

カニ類でカラッパC"ψμが砂中に潜入することは述

べたカミ群を作って移動し海岸から数キロの所で群を見

ることがあるガザミの類はワタリガニともいわれるカミ

こんなカニまでも砂に潜入する(第51図).しかし生涯

砂中にもぐらないカニも居るからおもしろい.

ワタリガニの類でもタイワンガザミN砂肋伽∫μ晦一

ω5(Limaeus)は東南アジアの各地の魚市場で山にな

っているからこれなども上に述べた.リュウキュウ

ザノレガイ(第48図)の大敵の一つではないかと思う.

夜になって活動する動物は底棲貝類やコシキエピ

ニシキエビヤドカリなどの甲殻類には限ら狂い.動

物プランクトンも夜のほうが多く出現する.その結果

夜になってプランクトンを捕食する造礁サンゴカ砂なく

ない.しかしサンゴ虫は共生藻類を宿しているので

昼間はその藻類が太陽光を受けて酸素同化作用を行って

いる.魚類の中でも夜間岩陰で休息する種類は少なく

荏いカミベラ科には目が暮れた後砂の中に横になること

は上に述べた.

このようにして夜間に休息する種類と夜行性で目

が暮れてから活動カミ活発になる種類とがあり同じスペ

ｰスを占める種類が交代し特殊な事情カミない限り潮

が引いた時と満ちた時とで変化することはあっても

同じよう狂時間に似た行動をとる生物がみられること

第51図砂の中に体を埋めたガザミPor〃舳∫

脈伽加閉〃〃刎(MIERs)(江ノ島水族館にて)�
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になって目周期活動カミ行われる.

これとは別に潮カミ浦ちてゆくにっれ外洋水が沿岸

水とほとんど交代するとでもいえるような状態に放る所

ではフカなどの外洋性魚類が進入してきて沿岸水が

ふたたび発達しはじめる頃外洋に戻ってゆくことにな

る.このように昼夜による目周期の他に潮が引い

ては満ちまた引く潮周期による活動もあって潮間帯

で潮が引いた時には休息し満ちた時に活動するがある

いは逆に湖カミ引いた時に限って活動するとか湖カミ引い

た時には沖に移り潮が満ちてくる頃岸に向って移動す

るなどの諸種のタイプの潮周期活動がある.

別のタイプの潮周期活動というより波の周期活動と

でもいうものに朋伽閉というマメコブシガニの一種

とDoηωナミノコガイ類とがある.カニのほうは

潮が引くときの波が崩れるときには砂中にいて崩れた

波が引くときに砂から出て波で少し流されまたすぐ砂

の中に入ってしまう.ナミノコガイ類も同様だが移

動したらすぐ呼吸して砂中に潜入する.潮があげてく

る時には逆に波と共に浅いほうに進む.ところカミナミ

ノコガイのほうは一度だけの大きい波で浅い所に行って

戻れたくたり次の潮が来るまで約半目待たされるこ

とがある.

目周期潮周期の活動の他に年周期活動もある.あ

る動物は年に1回しか産卵しないが産卵の目が太陰歴

(旧暦)の特定の目たとえば10月15目と決っている.

常夏の国には四季がないといっても乾期と雨期とがあ

り降雨により結果的に巨視的に見た年周期カミ生ずるこ

ともある.たと完はタマキビの類は海岸の飛沫のかか

る所に棲むカミ濡れると動き出す習性がある.雨にあ

っても活動するのでよく活動する雨期と活発てたい

乾期という形の年周期活動がみられる.

したカミって一口に食物連鎖と云っても昼夜潮汐そ

の他のタイプの分業の中で行われるわけである.これ

らを合してどれだけの生物が単位時間だとえば1年

に生れるかということか注目されるこれにprOductiOn

生産という用語を用いる人がある.ところカミｰ部の人

は生産という用語に抵抗を感ずるので先回までは

形成といっておいた.一年に植物プランクトンカミどれ

だけ形成されるかそれを動物プランクトンがどれだけ

利用して動物プランクトンがどれだけ増加してそれを

サンゴ虫がどれだけ利用するかこのようなことがどの

生物にもいえる.どれだけ餌カミ供給されどの餌を何

%どの他の餌を何%と主要な餌のパｰセンテｰジか

ら消費量を出しその餌が年間に増殖する量からその消

費量を差引いて形成と消費との関係を明らかにするこ

とが定量的見地に立つ生態学である.

しかしながらある年にあるサンゴ礁で何がどれだ

け形成しそれをどの動物がどれだけ消費したかを調査

してもかぼちゃの当り年ということはカミあるように

ある年にある特定の生物が特別多く繁殖したかあるい

は逆にある生物がその年だけ特別少なかったかという

よう和平均値に近いかどうかという問題もある.

しかもサンゴ礁によって生物相が少しっく相違して

いる.外洋水の影響が著しい所もあれば沿岸水カミか

なりよく発達する所もあるから当然この相異が生物相

に影響してくる.外洋から入ってくるプランクトンも

外洋に出てゆくプランクトンも少しばかりの風向の相

異でも変りうる.このように計測不能ではないにし

ても有意義な値を算定するには多くの歳月を要し

何地点かを選んでサンゴ礁地域の生態を計量することが

重要であることは解っているが1本著の完成にはとても

間に合わない.ここに望ましいことを承知でも打ちき

らざるをえない.

その結果ある生物の遺骸カミ底質の重要な要素であ

っても年間どれだけ形成されるかまたどれだけの遺

骸を生ずるかさらにその遺骸のどれだげの部分が周囲

の底質と摩擦によって磨減するかその他底質を検討す

るに当って必要恋事項は全く手つかずに残っている形

である.さらに台風その他の荒波が立つ地方では

寄せる波が引く時に砂を含み砂を含んだままふたたび

寄せる波が寄せる際思わぬ所にプランクトンか水玉と共

に飛んでゆくこともありまた沖に向って砂を運ぶこ

ともある.たとえば上にも述べたようにハワイのワ

イキキの浜で沖から海表を岸に向って流れ岸に向っ

て来た流れは海底に沿って沖に戻るのでワイキキの

浜では見かけなかったカミ回じ鼻つまりオアフ島の

OahnI｡あちこちに瀦泳禁止の立札が見られる.人

間カミ溺死するほどの流れがある所ならば当然捗も運ば

れる｡台風があったり津浪があったりすれぱ砂は湧

き上り近くにふたたび堆積することが多いが遠くま

で運ばれることもある.津浪の実例は初回(第276号

44頁)に述べた.ここで砂と表現したものには有孔

虫などの生物の遺骸あるいは生物の破片も含まれてい

る｡このようにサンゴ礁の周辺で生じ｡た石灰質の底

質カミ沖に運ばれやすい場所があることは容易に理解

できる.

今回までに石灰質の底質といったり石灰質の生物の遺骸ま

たはその破片といって石灰岩を生ずる粗材であることを述べ

てきたからどのような生物がどのような遺骸を供給するか

についての総論をこれで終り次回には各論に入ることにする.�


